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             歳入歳出決算の認定について 

日程第１８ 第 ６号認定 平成２９年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳 
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             ついて 
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開会 午前９時３０分 

 

○議長（橋本謙司君） 

  皆さん、おはようございます。 

  今、すごく天気いいですけども、あすに

は台風２１号が上陸するようですので十分

お気をつけいただきたいなというふうに思

います。また行政の皆さんにはいろいろと

お手数かけますけども、よろしくお願いし

ます。 

  それでは、ただいまの出席議員は１２名

であります。 

  定足数に達しておりますので、平成３０

年豊能町議会９月定例会議を開会いたしま

す。 

  定例会議に当たりまして町長から挨拶が

ございます。 

  池田勇夫町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、おはようございます。 

  平成３０年度豊能町議会９月定例会議開

会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げ

ます。 

  ６月定例会、皆さん方には、私のことで

ございますけれども、非常に体調を悪くし

まして欠席をさせていただきました。まこ

とに申しわけないと、この場をおかりして

心からおわびを申し上げたいと、このよう

に思います。 

  その間、６月大阪北部地震、そして７月

集中豪雨、８月２０号台風、そして今、あ

すまた２１号、相当大きな台風が来るとい

うことでございます。何か台風あるいはい

ろいろな形の中で、今、大阪は大変なこと

になるんじゃないかなということで非常に

危惧しているところでございますけれども、

これから先、本町におきましても対策をき

ちっと立てて、頑張って、住民の安全・安

心のために努力をしてまいりたいと、この

ように思っておりますので、どうかひとつ

よろしくお願いを申し上げたい、このよう

に思います。 

  今回提案をさせていただいております議

案につきましては、報告１件、人事案件１

件、条例改正３件、補正予算５件、決算認

定７件、その他１件、合計で１８件でござ

います。皆さん方におかれましては慎重に

御審議をいただき、御決定・御承認いただ

きますようにお願いを申し上げまして、簡

単でございますけれども開会に当たりまし

ての御挨拶にかえさせていただきます。ど

うかひとつよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  これより、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  なお、９月定例会議の会議期間は、本日

から９月２１日までの１９日間といたしま

す。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会議の会議録署名議員は、会議規

則第１２３条の規定により、４番・寺脇直

子議員及び５番・管野英美子議員を指名い

たします。 

  ここで私から報告がございます。 

  去る８月３１日に教育委員会より、教育

に関する事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価報告書が提出されましたことを報

告いたします。 

  日程第２「第８号報告 平成２９年度豊

能町一般会計予算継続費精算報告書報告の

件」の報告を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  皆さん、おはようございます。 

  それでは、第８号報告、平成２９年度豊
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能町一般会計予算継続費精算報告書の報告

の件について、地方自治法施行令第１４５

条第２項の規定により御報告を申し上げま

す。 

  議案書の２ページをお開き願います。 

  款８・土木費、項２・道路橋梁費の光風

台駅前エスカレーター修繕工事事業でござ

いますが、平成２８年度から２９年度まで

の２カ年事業として平成２８年度の当初予

算において計上し、平成２９年度第７回補

正予算において総額を8,０５７万6,０００

円といたしました。 

  事業の実績は総額5,２５１万6,０８０円

で、当初の計画と比較いたしますと2,８０

５万9,９２０円の減となっております。平

成２８年度に2,４４５万7,６８０円、平成

２９年度に2,８０５万8,４００円をそれぞ

れ支出しております。うち、特定財源は２

カ年の合計で国庫補助金2,４０２万4,００

０円、地方債1,７６０万円で、残りの1,０

８９万2,０８０円を一般財源と支出をいた

しました。 

  報告は以上です。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第３「第３９号議案 豊能町教育委

員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第３９号議案、豊能町教育委員会委員の

任命につき同意を求めることについて、御

説明申し上げます。 

  本件は、教育委員の任期満了に伴う同委

員の任命に際し、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第２項の規定によ

り議会の同意を求めるものでございます。  

  同意をお願いする方の御住所は、豊能町

東ときわ台４丁目１３番地の７。お名前は

川村新さん。生年月日は昭和４６年９月２

６日でございます。 

  川村さんは、平成２３年から教育委員を

務めていただいており、このたび再任をお

願いするものでございます。 

  なお、任期は、１０月２３日から４年間

でございます。 

  御審議をいただき御同意を賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（橋本謙司君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３９号議案は原案のとおり同

意することに決定いたしました。 

  日程第４「第４０号議案 豊能町特別職

の職員の給与に関する条例改正の件」を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おはようございます。 

  第４０号議案、豊能町特別職の職員の給

与に関する条例改正の件について御説明申

し上げます。 

  議案書の４ページ、５ページ、並びに条

例の概要説明資料を御参照願います。 
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  本件は、平成２９年３月にいただいた、

豊能町特別職報酬等審議会の答申を尊重し、

町長、副町長、教育長の給料の月額につい

て、その減額期間を改めるものでございま

す。 

  条例の改正内容でございますが、附則第

１５項から第１７項までの規定中、平成３

０年１０月３１日を平成３１年１０月３１

日に１年間延長するものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は公布の

日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第５「第４１号議案 豊能町税条例

等改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第４１号議案、豊能町税条例等改正の件

について御説明申し上げます。 

  議案書の６ページをお開き願います。 

  本件は、地方税法等の改正に伴い、本町

税条例においても所要の改正を行うもので

ございます。 

  それでは、条例の概要説明資料に沿って

御説明を申し上げますので、概要説明資料

をごらん願います。 

  １点目は、個人住民税でございます。地

方税法における基礎控除等の見直しに伴い、

障害者、未成年者、寡婦などに対する非課

税措置の所得要件を１０万円引き上げ、同

じく均等割非課税の限度額を１０万円引き

上げ、所得控除、調整控除に所得要件を設

定し、また所得割非課税限度額を１０万円

引き上げるものでございます。 

  その他、年金所得者に係る配偶者特別控

除の申告要件の見直し、資本金が１億円を

超える法人等の電子申告の義務化に伴う改

正を行うものでございます。 

  次に、２点目は町たばこ税でございます。

町たばこ税につきましては加熱式たばこの

課税方式の見直しに伴う改正をするととも

に、町たばこ税の税率を４年間かけて段階

的に引き上げ、旧三級品の紙巻きたばこに

係る税率の経過措置を延長するものでござ

います。紙巻きたばこへの課税は４年間か

けて３段階で引き上げ、加熱式たばこへの

課税は重量と価格を紙巻きたばこの本数に

換算し５年間かけて段階的に移行いたしま

す。税率の改定は平成３３年１０月までに、

国と地方合わせて１本当たり１円ずつ、計

３円の引き上げとなります。 

  この条例の施行時期につきましては、個

人住民税の改正については原則として平成

３３年１月１日、町たばこ税の改正につい

ては本年１０月１日から平成３４年１０月

１日まで段階的に施行いたします。その他、

所要の改正は公布の日から施行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第６「第４２号議案 豊能町ラブホ

テル建築規制に関する条例改正の件」を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  おはようございます。 

  それでは、第４２号議案、豊能町ラブホ

テル建築規制に関する条例改正の件につき

まして御説明させていただきます。 

  議案書の１９ページ、議案概要書と新旧

対照表をごらんください。 

  豊能町ラブホテル建築規制に関する条例

の一部を改正する条例を次のように定める
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ものです。 

  提案理由といたしまして、旅館業法の改

正に伴い規定の整備を行うものです。 

  今回の旅館業法の改正ですが、ホテル営

業と旅館営業のこの二つの営業種別を統合

し、旅館・ホテル営業とされることに伴う

ものです。 

  改正の主な内容について説明させていた

だきます。 

  本条例の改正は、旅館業法の改正に伴い、

引用する同法の条項等を変更するものでご

ざいます。 

  新旧対照表で説明しますと、第１条の目

的で、１行目、「豊能町環境保全に関する

基本条例の本旨にかんがみ」を、豊能町環

境保全に関する基本条例が昭和６３年に廃

止されているため、削るものです。 

  第２条の定義で、３行目、「第２条第２

項から第４項まで」を「第２条第２項及び

第３項」に、４行目の「ホテル営業、旅館

営業」を「旅館・ホテル営業」に改めるも

のでございます。 

  附則といたしまして、この条例は公布の

日から施行するものです。 

  説明は以上です。御審議賜り御決定いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第７「第４３号議案 豊能町農地及

び農業用施設災害復旧事業の施行につい

て」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  それでは、第４３号議案、豊能町農地及

び農業用施設災害復旧事業の施行について

の件について御説明させていただきます。 

  議案書の２１ページをごらんください。 

  土地改良法第９６条の４第１項において

読みかえて準用する同法第８７条の５第１

項の規定により、豊能町へ土地改良事業を

施行することについて議会の議決を求める

ものです。 

  提案理由としましては、平成３０年７月

４日から同月８日までの平成３０年７月豪

雨により被災した農地及び農業用施設、農

道、水路、ため池の復旧工事計画について

議会の議決を求めるものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  事業名といたしましては、平成３０年７

月４日から同月８日までの平成３０年７月

豪雨による災害復旧事業でございます。 

  総事業費は４億9,７３２万6,０００円で

ございます。 

  事業施工場所としましては、豊能町牧水

口２７番１、ほか３７件で、工事場所とい

たしまして６５工区となります。うち農地

が１８件、２５工区、水路が１２件、２５

工区、農道が７件、９工区、ため池は２件

の２工区でございます。 

  事業期間は平成３０年１０月から平成３

１年３月とするものでございます。 

  事業内容は、平成３０年７月豪雨により

被災した農地及び農業用施設の復旧を行い、

従前の効用を回復するものでございます。 

  説明は以上です。御審議賜り御決定くだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  件数もう一回・・・ 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  ほか３８件。訂正させていただきます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第８「第４４号議案 平成３０年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第４４号議案、平成３０年度豊能町一般
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会計補正予算の件について御説明を申し上

げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  平成３０年度豊能町一般会計補正予算

（第５回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ６億7,８８１万5,０

００円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ７３億1,１０３万7,０００

円とするものでございます。 

  補正後の款項の区分及び金額は、２ペー

ジ及び３ページの「第１表 歳入歳出予算

補正」に記載のとおりでございます。 

  次に、第２条といたしまして債務負担行

為の補正でございます。 

  ４ページをお開き願います。 

  「第２表 債務負担行為補正」のとおり、

小中学校校務支援システム導入事業を追加

するものでございます。校務支援システム

は、校内の公務情報を一元化に集約し、共

有・再利用をベースに効率的かつ効果的に

公務処理ができるように機能を実装した、

学校現場におけるシステムでございます。 

  それでは、今回の補正の内容につきまし

て、まず歳出から御説明申し上げます。 

  １１ページをお開き願います。 

  款２・総務費、項１・総務管理費、目

５・財産管理費の１．庁舎等管理事業でご

ざいますが、現在故障している本庁舎空調

機に係る改修費用でございます。 

  次に、目９・電子計算費の２．行政情報

化推進事業でございますが、大阪版自治体

情報セキュリティクラウドへの参加に向け

移行作業を行うものでございます。 

  次に３．住民情報化推進事業でございま

すが、法の改正に伴う児童手当に係るシス

テム改修に要する費用でございます。 

  続きまして、目１０・防災諸費の２．防

災対策事業でございますが、平成２９年度

に整備いたしました防災行政無線に係る戸

別受信機について追加して設置する費用で

ございます。 

  １２ページをお願いいたします。 

  同じく総務費の項２・徴税費、目２・賦

課徴収費の１．町税課税事業でございます

が、町税還付に伴う償還金を補正するもの

でございます。 

  次に、項３・戸籍住民基本台帳費、目

１・戸籍住民基本台帳費の２．戸籍事務等

窓口業務事業でございますが、戸籍情報シ

ステムの改修に要する費用でございます。 

  １３ページをごらん願います。 

  款３・民生費、項１・社会福祉費、目

１・社会福祉総務費の１１．障害児福祉事

務事業でございますが、平成２９年度事業

の確定に伴う国への償還金でございます。 

  次に、目２・老人福祉費の３．介護保険

特別会計事業勘定繰出金事業でございます

が、介護保険システムの改修に伴う国庫補

助金の増額に伴い、特別会計への繰出金を

減額するものでございます。 

  次に目１２・後期高齢者医療費の１．後

期高齢者医療特別会計繰出金事業でござい

ますが、保険料軽減に係るシステム改修に

伴い、特別会計への繰出金を増額するもの

でございます。 

  続きまして、款８・土木費、項２・道路

橋梁費、目１・道路維持費でございますが、

平成３０年７月豪雨により被災した里道、

水路の災害復旧に要する費用でございます。 

  １４ページをお願いいたします。 

  目３・道路改良費の３．光風台駅前エス

カレーター監視設備構築事業でございます

が、光風台駅前エスカレーターの監視シス

テムを能勢電に委託するため、その再構築

に係る負担金でございます。 

  １５ページをお願いいたします。 

  款１０・教育費、項２・小学校費、目



 1－9 

１・学校管理費の２．小学校管理事業でご

ざいますが、小学校施設の修繕に要する費

用を増額するものでございます。 

  次に、項３・中学校費、目１・学校管理

費の２．中学校管理事業でございますが、

東能勢中学校のプールフェンス設置事業に

要する費用でございます。 

  １６ページをお開き願います。 

  款１３・災害復旧費、項１・農林水産業

施設災害復旧費、目１・耕地災害復旧費で

ございますが、第４３号議案で御説明を申

し上げました平成３０年７月豪雨により被

災した農地、農業用施設の災害復旧に要す

る費用でございます。 

  １７ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  項２・公共土木施設災害復旧費、目１・

公共土木施設災害復旧費でございますが、

平成３０年７月豪雨により被災した道路、

河川の災害復旧に要する費用でございます。 

  歳出の説明は以上でございます。 

  次に歳入について御説明申し上げます。 

  ８ページへお戻りください。 

  款１２・分担金及び負担金、項２・分担

金、目１・災害復旧費分担金でございます

が、耕地災害復旧事業に係る受益者分担金

でございます。 

  次に、款１４・国庫支出金、項１・国庫

負担金、目３・災害復旧費国庫負担金でご

ざいますが、公共土木施設災害復旧事業に

対する国庫負担金でございます。 

  ９ページをごらん願います。 

  項２・国庫補助金、目１・総務費国庫補

助金でございますが、戸籍情報システムの

改修に係る補助金でございます。 

  目２・民生費国庫補助金でございますが、

後期高齢者医療の保険料軽減に伴うシステ

ム改修に係る補助金でございます。 

  次に、款１５・府支出金、項２・府補助

金、目９・災害復旧費府補助金でございま

すが、耕地災害復旧事業に対する補助金で

ございます。 

  １０ページをお開き願います。 

  款１８・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・財政調整基金繰入金でございますが、

今回の補正の財源調整として繰入額を増額

するものでございます。 

  項２・特別会計繰入金、目１・介護保険

特別会計事業勘定繰入金でございますが、

平成２９年度事業の清算に伴う繰り入れで

ございます。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定賜りますようよろしくお願いい

たします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第９「第４５号議案 平成３０年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正

予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  おはようございます。 

  第４５号議案、平成３０年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定補正予算（第１

回）について、提案理由を御説明させてい

ただきます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

の予算の総額に、それぞれ２７万円を増額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２９億4,５７８万6,０００円とするもの

でございます。 

  今回の補正は、今年度から実施しており

ます国保制度改革、都道府県化に伴う国保

事業報告システムについての必要な改修に

係る費用でございます。 

  それでは、歳出より御説明させていただ

きます。 
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  補正予算書７ページをお願いをいたしま

す。 

  款１・総務費、目１・総務管理費の２７

万円は、国保事業報告システムのシステム

整備に係る費用で、国保制度改革により療

養給付負担金や財政調整交付金を受けるた

めのシステム改修費用でございます。 

  続きまして、歳入でございます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  款３・府支出金、項１・府補助金の２７

万円は、歳出のところで御説明をさせてい

ただきましたシステム改修に係る費用全額

を特別調整交付金として受けるものでござ

います。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いをい

たします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１０「第４６号議案 平成３０年

度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第４６号議案、平成３０年度

豊能町後期高齢者医療特別会計事業勘定補

正予算（第１回）につきまして、提案理由

の御説明を申し上げます。 

  今回の補正は、法改正に伴い実施するシ

ステムの改修に係る補正でございます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして既定の歳入歳出予

算の総額にそれぞれ２００万9,０００円を

増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４億6,９０４万8,０００円とするも

のでございます。 

  それでは歳出より御説明させていただき

ます。 

  ７ページをお開き願います。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の後期高齢者医療事務事業

の２００万9,０００円でございますが、後

期高齢者保険料軽減特例の見直しに伴うシ

ステム改修を行うものでございます。 

  続きまして歳入でございます。 

  ６ページをお開きください。 

  款３・繰入金、項１・一般会計繰入金２

００万9,０００円は、歳出で御説明申し上

げました後期高齢者医療システムを改修す

る費用の全額について補助を受けるもので

ございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いを申

し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１１「第４７号議案 平成３０年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  続きまして、第４７号議案、平成３０年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予

算の件について御説明を申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  平成３０年度豊能町介護保険特別会計事

業勘定補正予算（第１回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額に、それぞれ2,０９８万4,００

０円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２０億9,８６０万2,０００円

とするものでございます。 

  それでは、今回の補正内容について、歳

出より御説明をさせていただきます。 

  ８ページをお開きください。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費につきましては、システム

改修に伴う国庫補助金１６５万円を一般会
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計繰り入れによる歳入の財政調整に伴い、

財源振替を行うものでございます。 

  下段の、款５・基金積立金、項１・基金

積立金、目１・介護給付費準備基金積立金

の１１６万1,０００円につきましては、介

護給付費交付金及び地域支援事業支援交付

金のそれぞれ過年度分を追加として受けた

ものを基金に積み立てるものでございます。 

  続きまして、９ページの款７・諸支出金、

項１・償還金及び還付金、目２・国府等支

出金償還金の1,７７４万2,０００円は、前

年度の介護保険事業に係る給付実績等の精

算により、国府等へ償還を行うものでござ

います。 

  下段の同款の項２・繰出金、目１・一般

会計繰出金の２０８万1,０００円は、前年

度の介護保険事業における事業費等の精算

により一般会計に繰り戻すものでございま

す。 

  それでは、次に歳入の説明をさせていた

だきます。 

  ６ページをお開きください。 

  款３・国庫支出金、項２・国庫補助金、

目４・介護保険事業費国庫補助金１６５万

円につきましては、先ほど歳出で御説明を

させていただきました、介護報酬改定等に

伴うシステム改修に係る補助金でございま

す。 

  下段の款４・支払基金交付金、項１・支

払基金交付金につきましては、先ほど歳出

で説明させていただきました過年度追加分

の介護給付費交付金６９万9,０００円、地

域支援事業支援交付金４６万2,０００円で

ございます。 

  続きまして、７ページの款６・繰入金、

項１・一般会計繰入金、目４・その他一般

会計繰入金につきましては、システム改修

に係る国庫補助金を財源調整することによ

り、事務費繰入金を減額するものでござい

ます。 

  下段の款８・繰越金の１．前年度繰越金1,

９８２万3,０００円は、平成２９年度決算

における繰越金で基金に積み立てる財源と

するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１２「第４８号議案 平成３０年

度豊能町水道事業会計補正予算の件」を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  おはようございます。 

  それでは、第４８号議案、平成３０年度

豊能町水道事業会計補正予算（第１号）に

つきまして、御説明をさせていただきます。 

  補正予算書１ページをお開き願います。 

  第１条、平成３０年度豊能町水道事業会

計の補正予算（第１号）は次に定めるとこ

ろによるものでございます。 

  第２条は、収益的支出の予定額を次のと

おり補正するもので、水道事業費用を既決

予定額６億8,０８０万5,０００円に２２９

万7,０００円を増額し、６億8,３１４万2,

０００円とするものでございます。 

  第３条、債務負担行為をすることができ

る事項、期間、限度額は次のとおりと定め

るもので、２ページに掲載しておりますが、

事項といたしましては料金調定システムサ

ーバリース事業、期間は平成３０年度から

平成３５年度まで、限度額を６７４万4,０

００円とするものでございます。これは、

現在使用しております料金システムのサー

バが古くなったことから、最新のウィンド

ウズを搭載したものに更新するものでござ

います。 

  それでは、今回の補正予算の内容につき
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まして御説明させていただきます。 

  補正予算書９ページをお開きください。 

  今回の補正は、大阪広域水道企業団との

統合に向け事務事業をスムーズに移行する

ことができるように、事前に行うべき必要

な作業を実施するための費用で、９ページ

に記載のとおり、公用車や管理棟などの看

板の書きかえ費用や料金システムの改修費

用などでございます。 

  なお、３ページから８ページまでの補正

予算実施計画、キャッシュフロー計算書、

予定貸借対照表につきましては御説明を省

略させていただきますが、キャッシュフロ

ー計算書、予定貸借対照表の数値は平成２

９年度決算の数値となっておりますので、

当初予算の数値とは若干変わっております

ので御注意ください。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御決定賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１３「第１号認定 平成２９年度

豊能町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第１号認定、平成２９年度豊能町一般会

計歳入歳出決算につきまして、概要を述べ、

提案説明とさせていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、別冊の監査委員

の決算審査意見書をつけまして議会の認定

に付するものでございます。 

  それでは、平成２９年度大阪府豊能郡豊

能町一般会計特別会計歳入歳出決算書の一

般会計歳入歳出決算書をお開き願います。 

  決算書の５ページをごらんください。 

  歳入合計は、６８億4,２３３万3,２５９

円、歳出合計は６６億5,９８２万4,６１９

円で、再差引残高１億8,２５０万8,６４０

円でございますが、予算繰越により、翌年

度へ繰り越すべき額、4,２９９万円を差し

引き、再差し引き後の実質収支額は１億3,

９５１万8,６４０円の黒字となり、翌年度

へ繰り越すものでございます。 

  まず、６ページから８ページの歳入の御

説明を申し上げます。 

  平成２９年度一般会計の歳入合計は、８

ページの収入済額最下段の６８億4,２３３

万3,２５９円で、予算現額に対しまして９5.

６％の収入率となっております。前年度と

比較いたしまして１％の増となっておりま

す。なお、不納欠損額は６５万7,３４６円、

収入未済額は4,７８４万2,０７３円となっ

ております。 

  歳入の主なものとして、まず６ページの

款１・町税であります。平成２９年度決算

額は１８億6,４７１万9,７５１円で、前年

度と比べマイナス5,３１５万3,０２４円で、

率にして2.８％の減と、町税の減少は続い

ております。歳入の款別構成比率は２7.

３％でございます。 

  次に、７ページの款１０・地方交付税で

ございますが、決算額は２２億９１４万9,

０００円で、前年度と比べ9,００５万6,０

００円、率にして4.２％の増となっており

ます。歳入の款別構成比率は３2.３％で、

平成２５年度から引き続き町税収入を上回

る大きな歳入となっております。 

  款１４・国庫支出金でございますが、決

算額は４億2,０８８万8,０５８円で、前年

度と比べ２7.８％、マイナス１億6,１７３

万6,１８１円の減となっております。歳入

の款別構成比率は6.２％。 

  次に、款１５・府支出金でございますが、

決算額は３億9,９４８万3,６００円で、前

年度と比べ７％、3,０３７万3,９６７円減
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となっています。歳入の款別構成比率は5.

８％であります。 

  最後に、款２１・町債でございますが、

決算額は６億9,６８６万6,０００円で、前

年度と比べ５7.２％、２億5,３６１万7,０

００円の大幅増となっています。歳入の款

別構成比率は１０％でございます。 

  以上が歳入の主なものでございます。 

  続きまして歳出でございますが、９ペー

ジから１１ページをお願いいたします。 

  １１ページの支出済額は、６６億5,９８

２万4,６１９円で、予算現額に対する執行

率は９３％となっております。予算繰越額

は4,２９９万円です。不用額は４億5,７７

１万6,９４０円です。 

  歳出の主なものでございますが、９ペー

ジの款２・総務費は、決算額１４億1,３５

６万9,５９８円で、翌年度繰越額が1,７２

１万円のため、執行率は９1.７％でござい

ます。この費目は、地方防災行政無線整備

事業が主な増額の要因となっております。

翌年度へ繰り越す1,７２１万円は、繰越明

許費の戸知山調整池浚渫土砂等撤去事業で

ございます。歳出の款別構成比率は２1.

２％となっております。 

  款３・民生費は、決算額１７億7,５２４

万2,０８３円で、執行率９2.８％でござい

ます。歳出の款別構成比率は２6.７％とな

っています。 

  款４・衛生費、決算額は８億5,９９８万8,

０６４円で、執行率は９５％でございます。

歳出の款別構成比率は１2.９％となってお

ります。 

  次に、款６・農林水産業費は、決算額１

億９４５万6,８７５円で、執行率９3.８％

でございます。歳出の款別構成比率は1.

６％となっております。 

  １０ページの款８・土木費は、決算額４

億4,７６１万９１２円で、執行率は８5.

２％でございます。歳出の款別構成比率は6.

７％となっております。 

  続きまして、款９・消防費は、決算額３

億4,４３７万３２４円、執行率９１％でご

ざいます。翌年度へ繰り越しする2,５７８

万円は、繰越明許費の吉川消防分団詰所等

移転新築事業でございます。歳出の款別構

成比率は5.２％となっております。 

  款１０・教育費は、決算額９億3,６０４

万7,８０８円で、執行率９5.６％でござい

ます。歳出の款別構成比率は１4.１％とな

っております。 

  以上が歳出の主なものでございます。 

  なお、地方自治法施行令第１６６条第２

項に規定いたします歳入歳出決算事項別明

細書、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書は１３ページから２００ページに

記載をしております。また、別冊の平成２

９年度事業評価・主要施策成果報告書もあ

わせて御参照いただきますようお願いをい

たします。 

  以上、簡単でございますが、決算の概要

の説明とさせていただきます。よろしく御

審議の上御認定賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１４「第２号認定 平成２９年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入

歳出決算の認定について」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２号認定、平成２９年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳

出決算の認定につきまして、提案の御説明

をさせていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付
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するものでございます。 

  決算書の２０５ページをお開き願います。 

  歳入合計３４億7,４０４万8,４８４円、

歳出合計３２億1,４９８万４３６円で、差

引残高２億5,９０６万8,０４８円を翌年度

に繰り越すものでございます。 

  ２０６ページ、２０７ページをごらん願

います。 

  まず歳入でございます。 

  款１・国民健康保険税は、予算現額６億3,

８５２万6,０００円、調定額６億9,１０２

万4,５４４円に対し、収入済額６億3,４８

２万2,１５０円、不納欠損額４７４万7,３

５３円、収入未済額5,１４５万5,０４１円

でございます。 

  次に、款２・使用料及び手数料でござい

ますが、予算現額２５万1,０００円に対し

調定額、収入済額とも１９万1,８００円で、

これは保険税徴収に係ります督促手数料等

でございます。 

  次の款３・国庫支出金は、予算現額４億9,

８３２万2,０００円に対し、調定額、収入

済額とも５億3,８５７万3,３６８円であり、

これは一般被保険者に係ります医療給付費

等に対する国庫負担金・補助金でございま

す。 

  次の款４・療養給付費等交付金でござい

ますが、予算現額1,９３７万8,０００円に

対し、調定額、収入済額とも3,０５０万1,

０００円で、退職者医療給付費並びに退職

被保険者に係ります後期高齢者支援金相当

額に対する交付金でございます。 

  款５・前期高齢者交付金は、予算現額１

１億7,９８０万2,０００円に対し、調定額、

収入済額とも１１億8,０２１万7,１３５円

で、これは６５歳から７４歳の被保険者に

係る医療給付費のうち、全国平均を上回る

分を交付金として交付されるものでござい

ます。 

  款６・府支出金でございますが、予算現

額１億9,９９１万円に対し、調定額、収入

済額とも１億7,０１０万5,５２５円で、こ

れにつきましては一般被保険者に係ります

医療給付費等に対する負担金と補助金でご

ざいます。 

  款７・共同事業交付金は、予算現額５億

５４５万9,０００円に対しまして、調定額、

収入済額とも５億3,９１６万４６７円で、

これは１件当たり一定額以上になる保険給

付に対し、大阪府内の保険者が共同で負担

し合うことにより、保険財源の安定化を相

互に図ることを目的とした交付金で、１円

以上の全ての医療費が対象となってござい

ます。 

  款８・繰入金でございますが、予算現額

１億6,３６５万円に対し、調定額、収入済

額とも１億5,６９６万6,５５３円で、これ

は一般会計からの繰入金でございます。 

  款９・繰越金は、予算現額１億７６５万4,

０００円に対し、調定額、収入済額とも２

億2,１６８万7,６９７円で、前年度からの

繰越金でございます。 

  款１０・諸収入は、予算現額１万1,００

０円に対し、調定額１８３万3,５９０円、

収入済額１８２万2,７８９円でございます。

これは第三者行為損害賠償金及び延滞金等

の収入でございます。 

  款１１・財産収入は、予算現額1,０００

円でございますが、収入はございませんで

した。 

  次に、歳出について御説明をさせていた

だきます。 

  ２０８ページ、２０９ページをごらんく

ださい。 

  款１・総務費でございますが、予算現額4,

３９６万4,０００円に対し、支出済額4,２

９８万6,０３０円で、この経費は職員の人

件費と国民健康保険事務事業の管理運営費、
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保険税の賦課徴収費等の事務及び国保運営

協議会に要した経費でございます。 

  款２・保険給付費は、予算現額２０億2,

６８０万1,０５６円に対し、支出済額２０

億2,１８０万1,１４６円で、療養諸費、高

額療養費等の給付費に要した経費でござい

ます。 

  款３・後期高齢者支援金等は、予算現額

３億3,５８９万9,０００円に対しまして、

支出済額３億3,４９２万2,７７７円で、こ

れは６５歳以上の方が加入する後期高齢者

医療保険制度の医療費給付費のうち４割に

相当する額を、７５歳未満の世代が支援す

るために各医療保険者に義務づけられた経

費でございます。 

  款４・前期高齢者納付金等は、予算現額

１２０万3,０００円に対し、支出済額１２

０万2,４４１円で、高齢者の医療の確保に

関する法律による納付金に要した経費でご

ざいます。 

  款５・老人保健拠出金は、予算現額7,０

００円に対しまして、支出済額5,６６３円

で、この経費は老人保健法による拠出金に

要した経費でございます。 

  款６・介護納付金でございますが、予算

現額8,４６０万3,０００円に対し、支出済

額8,３７２万7,５００円で、介護保険法に

よる納付金に要した経費でございます。 

  款７・共同事業拠出金は、予算現額７億2,

７０３万5,０００円に対し、支出済額６億8,

６７６万1,２２６円であり、この経費は保

険財政共同安定化事業等に拠出した経費で

ございます。 

  款８・保健事業費は、予算現額2,０９６

万3,０００円に対し、支出済額1,７２３万7,

３８６円でございます。特定健康診査及び

保健啓発等に要した経費でございます。 

  款９・基金積立金、款１０・公債費につ

きましては、執行額はございません。 

  款１１・諸支出金は、予算現額3,０９６

万9,０００円に対しまして、支出済額2,６

３３万6,２６７円で、これにつきましては

国への償還金及び診療所施設勘定に繰り出

しをした経費でございます。 

  款１２の予備費については執行をしてご

ざいません。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御認定いただきますよう、よろしくお願い

を申し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１５「第３号認定 平成２９年度

豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定歳入歳出決算の認定について」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  第３号認定、平成２９年度豊能町国民健

康保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決

算の認定につきまして、提案の御説明をさ

せていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２５１ページをお開き願います。 

  歳入合計8,１２９万9,５８７円、歳出合

計6,６９２万9,２０４円で、差引残高1,４

３７万３８３円を翌年度に繰り越すもので

ございます。 

  ２５２ページ、２５３ページをごらん願

います。 

  まず歳入でございます。款１・診療収入

は予算現額3,３６３万3,０００円に対し、

調定額、収入済額とも3,４３２万４８１円

で、これにつきましては内科、歯科の診療

収入でございます。 

  次の款２・使用料及び手数料は、予算現

額７万円で、調定額、収入済額とも４万8,
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５６２円となってございます。これにつき

ましては診断書等の手数料及び職員駐車場

の使用料収入でございます。 

  款３・繰越金は、予算現額1,０００円に

対し、収入はございません。 

  款４・繰入金は、予算現額4,６５９万円

に対し、調定額、収入済額とも4,６４４万9,

０００円で、一般会計及び国民健康保険特

別会計事業勘定からの繰入金でございます。 

  款５・諸収入は、予算現額５０万1,００

０円に対し、調定額、収入済額とも４８万1,

５４４円でございます。これにつきまして

は薬の容器代等の雑収入でございます。 

  次に、歳出について御説明を申し上げま

す。 

  款１・総務費でございますが、予算現額5,

６５６万9,０００円に対し、支出済額5,０

４６万4,０７４円でございます。職員の人

件費及び診療所の管理運営に要した経費で

ございます。 

  次の款２・医業費は、予算現額2,３３２

万2,６６０円に対しまして、支出済額1,６

４６万5,１３０円で、これにつきましては

薬剤費及び医療用の消耗器材等に要した経

費でございます。 

  款３の予備費については執行をしてござ

いません。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御認定いただきますよう、よろしくお

願いをいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１６「第４号認定 平成２９年度

豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  続きまして、第４号認定、平成２９年度

豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定につきまして、提案の御説明をさ

せていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２７１ページをお開き願います。 

  歳入合計４億6,６５２万9,２６４円、歳

出合計４億5,１０７万2,６４６円、差引残

高1,５４５万6,６１８円を翌年度に繰り越

すものでございます。 

  続きまして、２７２ページ、２７３ペー

ジをごらん願います。 

  まず、歳入でございますが、款１・後期

高齢者医療保険料は、予算現額４億５８８

万7,０００円、調定額４億５７３万2,３７

０円に対し、収入済額４億２４６万8,５８

９円、不納欠損額４３万3,４７６円、収入

未済額２８３万３０５円でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額７

万6,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも３万８００円でございます。これ

は保険料徴収に係ります督促手数料の収入

でございます。 

  款３・繰入金は、予算現額5,１８２万1,

０００円に対しまして、調定額、収入済額

とも5,１０３万7,６１６円で、一般会計か

らの繰入金でございます。 

  款４・繰越金は、予算現額９６万円で、

調定額、収入済額とも1,２９９万2,２５９

円で、前年度からの繰越金でございます。 

  続きまして、歳出の御説明をさせていた

だきます。 

  款１・総務費、予算現額４００万9,００

０円に対しまして、支出済額は３９６万9,

３６２円でございます。これは賦課徴収事

務に要した経費でございます。 

  款２・後期高齢者医療広域連合納付金は、

予算現額４億5,３７０万1,０００円に対し

まして、支出済額４億4,６３６万5,５３５
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円で、これにつきましては保険基盤安定負

担金及び保険料等収納額相当額の負担金で

ございます。 

  款３・諸支出金は、予算現額８０万1,０

００円に対し、支出済額７３万7,７４９円

で、これにつきましては保険料の還付金で

ございます。 

  款４・予備費については、執行額はござ

いません。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御認定いただきますよう、よろしくお

願いをいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１７「第５号認定 平成２９年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第５号認定、平成２９年度豊

能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決

算の認定につきまして、提案の御説明をさ

せていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２８９ページをお開き願います。 

  歳入合計２０億7,９２９万8,５３７円、

歳出合計１９億6,９５９万8,８１１円でご

ざいます。差引残高１億９６９万9,７２６

円につきましては、翌年度に繰り越すもの

でございます。 

  ２９０ページ、２９１ページをお開き願

います。 

  まず歳入でございますが、款１・保険料、

予算現額５億7,９２３万8,０００円、調定

額５億5,２５８万3,２２２円、これに対し

まして、収入済額５億4,７１７万9,６８９

円、不納欠損額９５万3,９６９円、収入未

済額４４４万9,５６４円で、これは第１号

被保険者による介護保険料収入でございま

す。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額８

８３万4,０００円、調定額、収入済額とも1,

４５４万2,６０８円で、これにつきまして

は新予防給付ケアマネジメント手数料及び

介護保険料の督促手数料収入でございます。 

  款３・国庫支出金は、予算現額４億5,５

７９万3,０００円に対し、調定額、収入済

額とも３億3,６０６万8,５５２円で、これ

は介護給付費及び介護予防事業費等に対す

る国庫負担金・補助金並びに交付金でござ

います。 

  款４・支払基金交付金は、予算現額５億9,

８６３万6,０００円に対しまして、調定額、

収入済額とも４億6,５８０万9,０００円で、

これにつきましても介護給付費及び介護予

防事業費等に対する交付金で、第２号被保

険者保険料による交付金でございます。 

  款５・府支出金は、予算現額２億7,７０

８万5,０００円に対し、調定額、収入済額

とも２億4,９８６万4,５９２円で、これも

介護給付費及び介護予防事業費等に対する

府負担金並びに補助金でございます。 

  款６・繰入金は、予算現額３億5,２１９

万8,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも２億8,５５７万6,８０２円でござ

います。一般会計からの繰入金でございま

す。 

  款７・諸収入は、予算現額３７万4,００

０円に対し、調定額、収入済額とも７万4,

２００円で、預金利子及び地域支援事業利

用者負担金等でございます。 

  款８・繰越金は、予算現額１億8,０１８

万3,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも１億8,０１８万3,０９４円で、前

年度からの繰越金でございます。 

  続きまして、歳出の御説明をさせていた
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だきます。 

  ２９２ページ、２９３ページをごらんい

ただきます。 

  款１・総務費は、予算現額8,２７０万2,

０００円に対しまして、支出済額7,４８６

万3,６４４円で、この経費は、介護保険事

務事業の管理運営及び保険料の賦課徴収等

の事務に要した経費でございます。 

  款２・保険給付費は、予算現額２０億8,

５３９万円に対しまして、支出済額１６億2,

３０３万2,９８３円でございます。これに

つきましては介護サービス費等に要した経

費でございます。 

  款３・財政安定化基金拠出金は、大阪府

に設置されております財政安定化基金に拠

出する経費でございますが、前年度に引き

続き平成２９年度におきましても支出額は

ございません。 

  款４・地域支援事業費は、予算現額１億1,

２２７万7,０００円に対しまして、支出済

額１億１９８万4,３４７円で、これは介護

予防事業並びに包括的支援事業などに要し

た経費でございます。 

  款５・基金積立金は、予算現額9,３１５

万5,０００円に対しまして、支出済額9,３

１４万9,８４８円で、これは介護給付費準

備基金への積立金でございます。 

  款６・公債費につきましては執行額はご

ざいません。 

  款７・諸支出金は、予算現額7,７３１万5,

０００円に対しまして、支出済額7,６５６

万7,９８９円でございます。これにつきま

しては介護保険料の還付金及び国府並びに

支払基金等への償還に要した経費でござい

ます。 

  款８・予備費については執行額はござい

ませんでした。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御認定いただきますよう、よろしくお

願いをいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１８「第６号認定 平成２９年度

豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  それでは、第６号認定、平成２９年度豊

能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定につきまして、地方自治法第２３３条第

３項の規定により、別紙監査委員の意見を

つけて、議会の認定をお願いするものでご

ざいます。 

  まず最初に、平成２９年度の下水道事業

特別会計でございますが、平成２８年度ま

での生活排水処理事業特別会計を統合した

ものになっておりますので、御注意願いま

す。 

  それでは、決算書の３３７ページをお開

き願います。 

  平成２９年度下水道事業特別会計の決算

は、歳入合計４億6,７８７万７６０円、歳

出合計４億3,１１１万1,１９８円、差引残

高3,６７５万9,５６２円で、これから予算

繰越により翌年度へ繰り越すべき額５１５

万2,０００円を差し引いた額の3,１６０万7,

５６２円を翌年度に繰り越しするものでご

ざいます。 

  ３３８ページ、３３９ページをごらんく

ださい。 

  歳入より御説明申し上げます。 

  款１・分担金及び負担金は、予算現額８

４万円、調定額６２万2,４５０円、収入済

額５１万2,８５０円、収入未済額１０万9,

６００円でございます。これは東地区の下

水道負担金でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額２

億4,９６８万4,０００円、調定額２億6,５
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６８万8,００１円、収入済額２億6,０３５

万5,１４９円で、不納欠損額２万4,６９６

円、収入未済額５３０万8,１５６円でござ

います。これは下水道使用料及び浄化槽使

用料や指定工事店登録手数料などの手数料

でございます。なお、収入未済額でござい

ますが、平成３０年６月末現在では９３万3,

０８９円となっております。 

  次に、款３・財産収入は、予算現額１６

万5,０００円、調定額、収入済額とも２１

万3,５００円でございます。これは基金の

運用益でございます。 

  款４・繰入金は、予算現額１億6,７６０

万8,０００円で、調定額、収入済額とも１

億4,１８２万5,８４２円でございます。こ

れは一般会計、水道事業会計及び下水道建

設基金からの繰り入れでございます。 

  款５・繰越金は、予算現額1,５７１万7,

０００円、調定額、収入済額とも3,６５１

万３８６円でございます。これは、前年度

繰越金でございます。 

  款６・諸収入は、予算現額4,０００円、

調定額、収入済額とも１５万3,０３３円で

ございます。これは配水設備工事調書や流

域下水道事業負担金の精算金などでござい

ます。 

  款７・町債は予算現額2,８７０万円、調

定額、収入済額とも2,８３０万円でござい

ます。これは流域下水道債と下水道事業債

でございます。 

  次に、歳出の御説明を申し上げます。 

  款１・下水道費は、予算現額２億5,２３

２万6,０００円、支出済額２億2,２５万9,

０６１円、翌年度繰越額５１５万2,０００

円でございます。これは、償還金や消費税

に係る公課費などの下水道の事務管理に要

した経費と、職員の人件費、流域下水道維

持管理負担金などの下水道施設の維持管理

に要した経費及び管渠更生工事や流域下水

道事業建設負担金などの下水道施設の整備

に要した経費及び浄化槽の適切な維持管理

に要した経費でございます。 

  款２・公債費は、予算現額２億９３２万2,

０００円、支出済額２億８５４万2,１３７

円でございます。これは償還金の元金及び

利子でございます。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

認定賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１９「第７号認定 平成２９年度

豊能町水道事業会計決算の認定について」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  それでは、第７号認定、平成２９年度豊

能町水道事業会計決算の認定につきまして

御説明申し上げます。 

  本件は、地方公営企業法第３０条第４項

の規定により、別紙監査委員の意見をつけ

て議会の認定をお願いするものでございま

す。 

  それでは、順次御説明をさせていただき

ます。 

  まず１ページの平成２９年度豊能町水道

事業決算報告書の御説明を申し上げます。 

  （１）収益的収入及び支出の収入でござ

います。 

  第１款・水道事業収益は、予算額６億2,

４９１万5,０００円に対し、決算額６億2,

２１６万2,３９３円でございます。決算額

の内訳といたしまして、営業収益で４億3,

３０４万1,６２３円、営業外収益で１億8,

９１２万７７０円、特別利益はございませ

んでした。 

  続きまして、支出でございます。 
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  第１款・水道事業費用は、予算額７億6,

９４１万円に対し、決算額６億4,６６２万

６９円でございます。執行率は８4.０％で

ございます。決算額の内訳といたしまして、

営業費用で５億9,１３６万7,０８３円、営

業外費用で5,５２５万2,９８６円でござい

ます。なお、特別損失及び予備費の執行は

ございませんでした。 

  続きまして、２ページをお開き願います。 

  （２）資本的収入及び支出の収入でござ

います。 

  第１款・資本的収入は、予算額１億２３

８万6,０００円に対し、決算額9,３１８万6,

５７３円でございます。決算額の内訳とい

たしまして、他会計繰入金で4,７１８万6,

５７３円、企業債で4,６００万円でござい

ます。 

  次に支出で、第１款・資本的支出は、予

算額２億6,４５４万2,０００円に対し、決

算額２億6,１５７万5,１４６円でございま

す。執行率は９8.９％でございます。決算

額の内訳といたしまして、建設改良費で5,

８４７万7,５２８円、企業債償還金で２億

３０９万7,６１８円でございます。 

  以上の結果、資本的収入額が資本的支出

額に対して不足する額１億6,８３８万8,５

７３円は、過年度分損益勘定留保資金１億6,

４０５万8,１６５円、当年度消費税及び地

方消費税、資本的収支調整額４３３万４０

８円で補填したものでございます。 

  続きまして、３ページの平成２９年度豊

能町水道事業損益計算書の御説明を申し上

げます。 

  なお、本ページ以降の全ての財務諸表は

消費税抜きの金額となっておりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

  １の営業収益は、給水収益で４億５８万8,

６９２円、その他営業収益で４０万5,８５

０円、計４億９９万4,５４２円でございま

す。 

  ２の営業費用は、原水及び浄水費で１億3,

３７６万4,３１２円、配水及び給水費で１

億1,４３５万9,２２２円、総係費で4,０５

７万9,６０５円、減価償却費で２億8,６０

８万3,０８４円、資産減耗費で４万7,１０

０円、合計５億7,４８３万3,３２３円でご

ざいます。以上のことから、１億7,３８３

万8,７８１円の営業損失となっております。 

  ３の営業外収益は、受取利息で１４１万7,

４０６円、口径別納付金で２１１万1,００

０円、他会計負担金で2,３５９万3,１７４

円、他会計繰入金で2,２５９万1,０５３円、

長期前受金戻入１億3,６４３万1,６６２円、

受託工事収益で２万8,２５４円、財産収益

で７８万4,８６０円、雑収益で８７万6,８

６７円、合計１億8,７８３万4,２７６円で

ございます。 

  ４の営業外費用は、受託工事費用はござ

いませんでした。支払利息で3,９５６万9,

３８６円、雑支出で３２４万5,３８９円、

合計4,２８１万4,７７５円でございます。 

  以上のことから、経常損失といたしまし

て2,８８１万9,２８０円となりました。 

  ５の特別利益及び６の特別損失は、いず

れもございませんでした。 

  以上のことから、当年度純損失は2,８８

１万9,２８０円となり、前年度繰越利益剰

余金1,１６９万9,８７９円から差し引きし

ますと、平成２９年度未処理欠損金が1,７

１１万9,４０１円となりました。 

  続きまして４ページをお開きください。 

  平成２９年度豊能町水道事業剰余金計算

書の御説明を申し上げます。 

  資本金の自己資本金につきましては変動

がございませんでしたので、平成２９年度

末残高は前年度と同額の６億6,６７０万4,

００５円でございます。 

  次に、剰余金でございます。 
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  資本剰余金につきましては変動がござい

ませんでしたので、平成２９年度末残高は

前年度と同額の１億5,２９１万4,２９８円

でございます。 

  次に、利益剰余金でございます。 

  未処分利益剰余金は、前年度末残高は1,

１６９万9,８７９円で、平成２９年度の変

動額はマイナス２８８万9,２８０円となり、

平成２９年度末残高はマイナス1,７１１万9,

４０１円となります。したがいまして、翌

年度へ繰り越す資本合計は８億２４９万8,

９０２円でございます。 

  次に、平成２９年度豊能町水道事業剰余

金処分計算書（案）でございます。 

  平成２９年度中の議会の議決による処理

額は、いずれもございませんでした。 

  なお、５ページの豊能町水道事業貸借対

照表以降の説明は省略させていただきます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

認定賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  以上をもって本日の日程は全て終了しま

した。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、あす、９月４日、午前９時半よ

り会議を開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午前１０時５２分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

第 ８号報告 平成２９年度豊能町一般会計予算継続費精算報告書報告の 

       件 

第３９号議案 豊能町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ 

       いて 

第４０号議案 豊能町特別職の職員の給与に関する条例改正の件 

第４１号議案 豊能町税条例等改正の件 

第４２号議案 豊能町ラブホテル建築規制に関する条例改正の件 

第４３号議案 豊能町農地及び農業用施設災害復旧事業の施行について 

第４４号議案 平成３０年度豊能町一般会計補正予算の件 

第４５号議案 平成３０年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第４６号議案 平成３０年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第４７号議案 平成３０年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第４８号議案 平成３０年度豊能町水道事業会計補正予算の件 

第 １号認定 平成２９年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 平成２９年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳 

       出決算の認定について 

第 ３号認定 平成２９年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       歳入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 平成２９年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ５号認定 平成２９年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ６号認定 平成２９年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

       定について 

第 ７号認定 平成２９年度豊能町水道事業会計決算の認定について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ４番 

 

        同    ５番 

 

 

 

 


